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大
刀
洗
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。
総
面
積
の
64
％
が
農
地
で
あ
り
、

農
地
約
１，

４
０
０
ha
の
う
ち
約
９
５
０
ha
が
、
土
地
改
良
事
業
を
お
こ

な
っ
た
優
良
農
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
は
主
に
米
や
麦
で
す
が
、
南
東
部
の
筑
後
川

流
域
で
は
露
地
野
菜
の
レ
タ
ス
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
が
、

ま
た
施
設
園
芸
も
盛
ん
で
青
ネ
ギ
、
小
松
菜
、
水
菜
な
ど
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
北
部
で
は
植
木
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
町
の
農
業
は
変
革
の
時
に
あ
り
、
従
来
か
ら
の
露
地
野
菜
生

産
農
家
も
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
米
・
麦
・
大
豆
作
を
中
心
と
し
た
土
地

利
用
型
農
業
と
、
施
設
園
芸
を
中
心
と
し
た
軟
弱
野
菜
・
花
な
ど
の
生
産

に
特
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
型
農
業
で
は
、
集
落
参
加
型
の
営
農
集
団
が
現
在
９
団
体
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
下
高
橋
生
産
組
合
は
平
成
８
年
に
設
立

さ
れ
、
約
１
２
５
ha
を
関
係
面
積
と
す
る
全
国
で
も
有
数
の
大
規
模
生
産

集
団
で
す
。
大
型
機
械
を
導
入
し
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、
平
成
13
年
に
は
大
豆
生
産
部
門
に
お
け
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

施
設
園
芸
で
は
、
み
い
農
協
主
導
に
よ
り
平
成
６
年
三
川
地
区
に
平
成

団
地
と
し
て
鉄
骨
ハ
ウ
ス
・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
約
40
棟
が
建
設
さ
れ
施
設
園

芸
展
開
へ
の
先
鞭
を
つ
け
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
春
日
・
甲
条
地
区
周
辺

に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
約
50
棟
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
軟
弱
野
菜
の
青
ネ
ギ
、

小
松
菜
、
水
菜
、
花
の
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
就
労
者
の
高
齢
化
は
年
々
進
み
、
担
い
手
農
家
の
育
成
及
び
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
認
定
農
業
者
制
度
を
利
用

し
た
認
定
農
家
で
構
成
す
る
認
定
農
業
者
の
会
や
、
将
来
の
農
業
の
担
い

手
で
あ
る
「
大
刀
洗
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
が
、
人
材
育
成
や
農
業
を
巡
る

環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
『
大
刀
洗
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
の

活
躍
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
く
、
福
岡
県
青
年
農
業
者
会
議
の
意
見
発
表
等
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
全
国
大
会
に
も
数
多
く
出
場
し
て

い
ま
す
。
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私
は
稲
作
１．
１
ha
、
玉
レ
タ
ス
５．

５
ha
を
生
産
し
て
い
る
専
業
農
家
で
す
。

レ
タ
ス
を
作
り
始
め
て
30
年
に
な
り
ま

す
が
、
結
球
す
る
野
菜
の
中
で
こ
れ
ほ

ど
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
作

り
に
く
い
野
菜
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
や
り
が
い
も
あ
り

ま
す
。

私
は
Ｊ
Ａ
み
い
大
刀
洗
共
選
協
議
会

の
レ
タ
ス
部
会
員
で
す
が
、
協
議
会
全

体
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
「
当
日
出
荷
、

翌
日
販
売
」
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
消
費

者
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
輸
入
野
菜
の
氾
濫
、
低
価
格
と

生
産
者
に
と
っ
て
厳
し
い
課
題
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
刀

洗
の
農
業
発
展
の
た
め
、
よ
り
高
い
大

刀
洗
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
と
し
て
、
レ

タ
ス
作
り
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
川
　
平
田
正
夫

◆農業◆

私
た
ち
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
、
主
に
地
域

に
密
着
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
活
動
内
容
と
し
て
、
菊
池
小
学
校

近
く
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、

町
内
保
育
園
児
に
芋
掘
り
体
験
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、
ド
リ
ー
ム
ま
つ
り
に
野

菜
等
の
バ
ザ
ー
出
店
、
７
団
体
交
流
会

と
し
て
２
月
の
ひ
ば
り
ロ
ー
ド
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
選
手
、
応
援
者
の

方
々
に
熱
々
の
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
の
提

供
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
新
た
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
栽
培
、
販
売
に
取
り
組
み
、
関
係

機
関
の
協
力
も
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
大
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
経
営

者
と
し
て
の
視
野
を
広
げ
、
今
後
の
農

業
経
営
に
生
か
せ
る
内
容
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
年
、
大
刀
洗
町
は
50
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
新
し
い
発
想
と
柔
軟
な
考

え
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
さ
ら
に

50
年
後
は
農
業
と
共
に
発
展
し
た
大
刀

洗
町
を
背
負
っ
て
い
け
る
よ
う
な
人
材

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
　
古
賀
龍
一
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消
費
者
が
安
心
し
て
飲
め
る
、
お
い

し
く
、
安
心
、
安
全
な
牛
乳
生
産
に
努

め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
牛
の

健
康
管
理
が
一
番
大
切
な
の
で
、
毎
日

十
分
に
注
意
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

朝
、
夕
２
回
の
飼
餌
、
搾
乳
、
仔
牛
の

哺
育
、
除
糞
が
主
な
仕
事
で
、
他
に
水

稲
や
飼
料
作
物
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
牛
の
糞
尿
を
発
酵
さ
せ
て
堆
肥

を
生
産
し
、
無
人
販
売
所
で
１
袋
１
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
等
に
喜
ん
で
使
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

酪
農
は
生
き
物
を
飼
育
し
て
い
く
年

中
休
み
の
な
い
職
業
で
す
が
、
ヘ
ル
パ

ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
で

の
旅
行
や
休
日
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
現
状
の
１
５
０
頭
規
模
で

年
間
１，

０
０
０
ｔ
の
生
乳
出
荷
を
目

標
に
、
家
族
ち
か
ら
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
牛
乳
の
消
費
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
牛
乳
に
は
ア
ミ
ノ
酸
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

脂
肪
や
糖
分
等
の
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
入
っ
た
飲
物
で
す
。
健
康
、
骨
粗
鬆

症
の
予
防
の
た
め
に
牛
乳
を
た
く
さ
ん

飲
ん
で
下
さ
い
。

山
隈
　
安
丸
實
義

私
の
所
で
は
、
切
花
の
ガ
ー
ベ
ラ
３，

５
０
０
坪
、
水
田
45
ａ
を
経
営
し
て
い

る
専
業
農
家
で
す
。

経
営
の
中
心
で
あ
る
ガ
ー
ベ
ラ
は
、

年
間
３
０
０
万
本
の
出
荷
を
目
標
に
札

幌
、
東
京
、
広
島
な
ど
に
「
Ｊ
Ａ
み
い

ガ
ー
ベ
ラ
研
究
会
」
を
通
じ
て
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
５
戸
の
切
花
生
産
者
と
営
農

集
団
「
花
工
房
大
刀
洗
」
を
設
立
、
平

成
16
年
度
の
活
力
あ
る
高
収
益
型
園
芸

産
地
育
成
事
業
を
活
用
し
、
省
力
栽
培
温

室
１
３，
２
５
３
㎡
を
建
設
し
ま
し
た
。

台
風
に
強
い
ハ
ウ
ス
の
導
入
に
よ
り
、

経
営
規
模
拡
大
や
栽
培
期
間
が
広
が
り
、

経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
政
、
Ｊ
Ａ
の
ご
指
導
、
ご

協
力
の
も
と
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
適

格
に
読
み
な
が
ら
、
個
性
あ
る
品
種
の

栽
培
な
ど
に
取
り
組
み
、
大
産
地
に
負

け
な
い
特
色
の
あ
る
産
地
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
切
花
生
産
を
通

じ
て
皆
様
方
に
笑
顔
で
購
入
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ガ
ー
ベ
ラ
栽
培
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。甲

条
　
牛
島
博
文

◆農業◆
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私
は
Ｊ
Ａ
み
い
の
無
人
ヘ
リ
部
会
に

所
属
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
立
場

で
Ｊ
Ａ
管
内
の
水
稲
、
麦
、
大
豆
の
農

薬
散
布
の
作
業
受
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
ほ
場
で
は
他
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

連
携
を
図
り
、
特
に
安
全
面
に
は
十
分

気
を
つ
け
、
現
在
３
年
目
に
な
り
ま
す

が
無
事
故
で
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
作
業
効
率
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
未

来
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
今
後
ま
す

ま
す
進
む
と
思
わ
れ
る
後
継
者
不
足
や

農
家
の
高
齢
化
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

機
械
化
と
い
う
点
で
無
人
ヘ
リ
は
大
変

有
効
で
す
が
、
ま
だ
コ
ス
ト
面
に
お
い

て
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ア

し
て
い
く
た
め
に
も
無
人
ヘ
リ
の
も
つ

省
力
化
・
効
率
化
と
い
う
能
力
を
最
大

限
引
き
出
せ
る
よ
う
に
、
土
地
の
集
約

や
栽
培
作
物
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
地
域
の

方
々
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
や
役

場
と
協
力
し
て
少
し
ず
つ
進
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

甲
条
　
森
田
真
一

◆農業◆

私
達
、
下
高
橋
生
産
組
合
は
平
成
８

年
の
設
立
以
来
10
年
を
迎
え
、
組
合
員

約
１
０
０
名
で
構
成
、
面
積
約
１
２
５

ha
を
水
稲
・
麦
・
大
豆
で
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
よ
り
国
の
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ

り
、
今
ま
で
の
一
個
人
の
小
規
模
農
業

や
生
産
組
合
で
は
大
豆
、
麦
を
生
産
し

て
も
そ
れ
の
補
助
金
・
交
付
金
が
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
組
合
員
の

財
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
当
組

合
も
法
人
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
く
ち
に
法
人
化
と
言
い
ま
し
て

も
、
と
て
も
難
し
い
問
題
で
す
の
で
、

役
員
一
同
視
察
研
修
や
学
習
会
を
兼
ね
、

久
留
米
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
や
行
政
か
ら
ご
指
導
、
ご
協
力
い

た
だ
き
一
生
懸
命
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
人
化
し
た
後
に
は
、
大
豆

加
工
・
花
・
野
菜
な
ど
地
域
の
人
々
と

連
携
を
図
り
、
時
代
に
応
じ
た
農
業
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

下
高
橋
生
産
組
合
　
中
山
信
行




